
図：現行の都市計画マスタープランの地域づくり基本方針図
赤枠：まちづくりの成果まちづくりの成果

地域生活を支える道路網の整備
　　　　　　↓
〇黄檗山手線（H16.11）開通

防災拠点の整備
　　　　　　↓
〇黄檗公園再整備（整備中）
　体育館耐震化（H28）
　野球場(応援部隊の駐留地)の整備
　(整備中)

〇お茶と宇治のまち歴史公園の整備
　(R3開園予定)

２つの鉄道網の有効活用と利便性向上
　　　　　　↓
〇JR奈良線高速化・複線化第２期事業
　(H25～R6)

多様な公園の整備と緑化の推進
　　　　　　↓
〇天ケ瀬ダム周辺の周遊観光事業
　(天ケ瀬森林公園や林道の整備)

〇明星町地区まちづくり協議会の設置
　(H22.6.11)

〇志津川地区まちづくり協議会の設置
(H22.2.8)

〇のりあい交通事業

〇莵道志津川線（整備中）
　莵道門前道路拡幅
　大鳳寺踏切

〇天ケ瀬ダム再開発事業
　(整備中)



生活圏のイメージ 黄檗地域

お住まいの地域で
重要と考えられるテーマはど
れですか？アンケートで意見

を聞かせてね

＜五ケ庄・羽戸山・菟道・明星町エリア＞
○黄檗地域は、宇治市のほぼ中央部に位置しています。西側
では京都大学、陸上自衛隊宇治駐屯地が、東側には萬福寺
や三室戸寺があるなど、文化的、歴史的にも多様な施設が
立地する地域です。
○閑静な住環境をもつ羽戸山や明星町など落ち着きのある住
環境が形成されている地域です。

＜志津川エリア＞
〇志津川は市街化調整区域の集落地であり、自然豊かな風情あ
る落ち着いたたたずまいを持っている地域です。
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これからの地域づくりのテーマ

これからの地域づくりのテーマ



黄檗地域の住民が考える宇治市の魅力

「宇治市第6次総合計画策定のためのアンケート調査（R3.4.17～5.9）」より

宇治市の魅力はなんですか？

黄檗地域

【市考察】
黄檗公園、地域福祉センター、京都大学
（きはだホール）、黄檗学園（小中一貫校）
などが評価されている

【市考察】
市街地に近接した山並みや萬福寺の
境内樹林などが評価されている



これからの地域づくりの課題

②災害リスクの共有

地域には、災害リスクが高い地域もあり、浸水や
土砂災害の危険性のある地域について情報共有が
必要です。

⇓
ハザードマップなどによる災害リスクの共有と、
既成市街地における防災能力の向上が必要です。

③将来のまちの姿の共有

緑豊かな美しい自然をいかし、生涯助け合って生きていけるまちづくりや、住環境を良好
に保ち健康で安心できる、安全で住んでよかったと思えるまちづくりなどを目的に、地区
まちづくり協議会の認定を受けた地域があります。

⇓
今後も市・市民・事業者がパートナーとして力を結集して将来のまちの姿の共有し、パー
トナーシップによるまちづくりを進めることが必要です。

黄檗地域

①バリアフリー化の推進

身体障害者や高齢者等だれもが安全に移動できるよう、JR木幡駅・京阪木幡駅、京阪黄檗
駅のバリアフリー化を行いました。

⇓
JR黄檗駅及び駅周辺のバリアフリー化に取組み、交通結節点機能の向上に努める必要があ
ります。



地域づくりの基本方針① 黄檗地域

５ʷ１ 土地利用の方針
（１）住宅地

●自然や歴史的遺産に囲まれた落ち着きのある低層住宅地の形成
五雲峰に連なる山並みなどの豊かな自然的環境や歴史的遺産に囲まれた落ち着きのある、ま
た、災害に強い低層住宅地の形成をめざします。このうち、羽戸山や明星町の背後には、緑地
が多く見られる台地部があり、みどりに囲まれた住宅地の環境を維持しつつ、災害に強く、眺
望のよい安全で安心できる居住環境づくりをめざします。
●文教施設等との連携による落ち着きのあるより良い教育・居住環境の創出
萬福寺周辺をはじめ歴史的遺産が残された住宅地では、景観計画などにより現在の趣ある景
観形成に努めるとともに、近接する各種教育施設等との連携を図ることによって、落ち着きの
あるより良い教育・居住環境づくりをめざします。

（２）商業・業務地
●地域の生活拠点としての機能の充実
商業・業務施設が立地する黄檗駅周辺および三室戸駅周辺では、交通結節性をいかした地域
の生活拠点としての機能の充実により、商業の活性化などに向けた検討を行います。
●地域住民・周辺住民の日常生活を支えていくための商業地の形成
主要地方道京都宇治線沿道の商業地は、既存の商業集積をいかしながら、地域住民はもとよ
り周辺住民の日常生活を支えていくための商業地の形成を誘導します。

（３）農地
●農地の維持・保全
宇治川右岸の市街化調整区域、農業振興地域の農地や茶畑を中心とした市街地の生産緑地は、
保全・活用を図るとともに、引き続き特定生産緑地の指定に努めます。

（４）山間集落地
●落ち着いたたたずまいをもつ農業集落地の維持・保全
志津川に点在する農業集落や既存の住宅地は、風情ある蔵の風景や屋敷内のみどり、生垣な
どのみどりが多く落ち着いたたたずまいをもっており、市街化を抑制すべき区域であるという
市街化調整区域の性格を変えない範囲で引き続きこれら居住環境の維持や秩序ある発展など地
域振興に向けたまちづくりに努めます。

（５）森林地・緑地等
●市街地周辺に広がる森林地・緑地の保全
天ヶ瀬森林公園や市街地の背後に広がる森林や宇治川河川敷等のみどりの保全に努めます。

５ʷ２ 交通の方針
（１）公共交通

●鉄道などの公共交通の充実
JR奈良線複線化の第二期事業の完成により定時性の確保や安全性の向上が図られることから、

その事業効果を踏まえつつ、JRや京阪のさらなる利用促進や利便性向上について、引き続き研
究します。
また、JR黄檗駅及び駅周辺のバリアフリー化に取組み、交通結節点機能の向上に努めます。

（２）道路
①幹線道路
●主要地方道京都宇治線の整備・改良促進
主要地方道京都宇治線については、沿道に形成されている商業地・住宅地の居住環境への配
慮を図りながら、整備・改良に向け関係機関と協力していきます。

②その他道路
●地域生活を支える幹線道路網の整備
市道宇治五ヶ庄線をはじめ地域内の日常生活に密着している主要な道路については、歩行区
間の確保や踏切の改善、交差点改良など、歩行者の安全性を考慮した整備・改良を検討します。

拡充

拡充



地域づくりの基本方針② 黄檗地域

５ʷ３ 自然的環境の保全および景観形成等の方針
（１）自然的環境

●農地や山地の保全と生活環境の維持・保全
市街化調整区域内の自然的土地利用の保全を基本としながら、道路沿いの不法投棄の解消に
努力するとともに、地域の美化活動、緑化活動など、市民と協働で良好な生活環境の維持・保
全に努めます。

（２）公園・緑地
●宇治の豊かな自然の象徴である宇治川の清流や周辺のみどりの保全
宇治川を中心とした貴重な自然的環境が残されている地域は「豊かな自然の象徴を守るエリ
ア」と位置づけます。また、天ケ瀬ダムの放流を間近で体感することが出来る広場の整備や、
宇治川の堤防を利用した緑道などとあわせて、市民の散策やレクリエーションの場とするとと
もに、周辺観光につながるよう自然的環境を損なわない範囲での利用を進めていきます。
●多様な公園・緑地機能の充実
黄檗公園、天ヶ瀬森林公園などは、みどりと交流の拠点として整備を進めるとともに、既存
公園の維持に努め、住宅地の生垣緑化など、地域の緑化を推進します。また、市街地のみどり
でもある生産緑地などの保全に努めます。
●志津川周辺の貴重な自然的環境の保全・育成
志津川では周辺の貴重な自然的環境の保全・育成に努めます。

（３）文化・歴史的遺産
●地域内の史跡・歴史的建造物・神社仏閣の保全
萬福寺、三室戸寺などの歴史的遺産、源氏物語に由来する史跡等の保全や境内周辺の樹林の
保全を図るとともに、観光の推進に努めます。
また、国史跡である宇治川太閤堤を有するお茶と宇治のまち歴史公園は、宇治の歴史・文化
や宇治茶の魅力の情報発信を行う施設として、「お茶の京都」エリアへのゲートウェイの役割
をめざします。

（４）景観
●住宅地周辺での秩序ある市街地景観の形成
住宅地周辺は低層住宅との調和を考慮した秩序ある市街地景観の形成を図ります。

●山並みスカイラインの景観保全
山並みスカイラインは宇治らしさを象徴する自然的景観として、その保全に努めます。

●旧奈良街道のまちなみ景観保全
旧奈良街道沿いの歴史的遺産は周辺の景観なども含めてその保全に努めるとともに、それら
歴史的遺産と各駅周辺、主要施設および自然的環境の中を安全に歩ける歩行者空間の形成をめ
ざします。
特に、黄檗山萬福寺と旧街道沿いの歴史的まちなみ及びその周辺地域については景観計画に
よりそれらが一体感のある景観の形成を進めます。
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地域づくりの基本方針③ 黄檗地域

５ʷ４ 都市防災の方針
●防災拠点の整備
黄檗公園を東宇治地域の現地対策本部、応援部隊の集結など救援活動の拠点として位置付け、
避難場所となるオープンスペースを確保する他、備蓄倉庫・防災トイレ等の整備により都市防
災機能を有した公園整備を推進します。また、周辺の公共施設等と連携し、災害時の対応強化
を図ります。
●浸水に対する防災機能強化
地域内には大小様々な河川・水路があり、その周辺は市街化が進んでいます。近年の気候変
動の影響への対策が必要で、特に、弥陀次郎川や戦川、新田川などの流域では雨水流出抑制策
も含め総合的な治水対策の推進に努めます。
●災害リスクの情報共有
地域内には、黄檗断層があり、西部には浸水想定区域が位置するなど災害リスクの高い地域
があります。ハザードマップなどを用いて、市民と地震や浸水、土砂災害の危険性のある地域
の情報の共有に努めます。

５ʷ５ まちづくり活動の方針
●パートナーシップによるまちづくり活動の推進
住民によるまちづくり活動としては、志津川地区では緑豊かな美しい自然をいかし、生涯助
け合って生きていけるまちづくりをめざしています。また、明星町地区では住環境を良好に保
ち健康で安心できる、安全で住んでよかったと思えるまちづくりの実現に向けて取り組んでい
ます。宇治市では、こうした地域の将来のまちの姿を共有し、住民によるまちづくり活動を支
援します。

新規

新規



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


